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高機能自閉症大学生と保護者への聞き取り調査

保健管理センター 西村優紀美

学生支援センタ一 吉永崇史、桶谷文哲

Survey of university students with high function autism and their guardians 

1 .はじめに

発達障害の中でも高機能日閉症スペクトラム障

害者は、新しい環境への不安が強く、予測できな

い状況に対しての混乱が大きいという特性を持っ

ている。教育環境が大きく異なると共に、子ども

から大人への移行という人生の節目に当たるこの

時期に、特性による混乱をできる限り少なくして、

スムーズな進学が実現できるよう、支援の在り方

を検討する必要がある O この研究は、大学進学に

関して支援を受ける当事者の内的体験を尊重した

支援の在り方を探求するための調査研究である O

2.方法

( 1 )面接法

本調査では、本学で修学支援を受けている高機

能自閉症の診断がある学生、及びその保護者に対

し、半構造化インタビューを計8回(各90分)行

い、小・中・高等学校までの教育の在り方と大学

での教育環境の違いを受けて、進学時期や大学入

学前後にどのような支援ニーズがあるかを明らか

にすることを目的とした。この目的のために、本

調査は、インタビュイーの語りを引き出すための

質問項目をあらかじめ用意するが、必ずしも一問

一答形式で進めるわけではなく、より詳細な状況

を説明したり、より詳しく理解するために、項目

以外のやり取りも自由に語ってもらうという、半

構造化面接法によって行われた。インタビュー内

容は、幼児期から小・中・高等学校へと年代順に

進め、それぞれの環境における体験と受けた支援

について、学生本人の語りを中心lこ置いたが、適

宜、保護者にも会話に参加してもらった。インタ

ビューに当たっては、双方のコミュニケーション

がスムーズに行われるよう、本人及び保護者とイ

ンタピュアーとのラポール形成に努め、リラック

スした環境でインタビューが行われるよう事酌心の

注意を払った。

(2)インタビューの構成とスケジュール

O インタビュー対象者

Aさん(女性、 21歳、大学4年、高機能自

閉症の診断あり)

Aさんの母親

O インタピュアー
西村優紀美(保健管理センター准教授)

吉永崇史(学生支援センター特命准教授)

桶谷文哲

(学生支援センターコーディネータ)

0 時間

90分を限度とし、概ね70分~90分程度。

O インタビュー方法
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2009年 1月13日 第 l回インタビュー 0インタビューの導入
0幼稚園から現在までの経緯

2009年 l月20日 第2回インタビュー 0ご自身について
OAQ、パウムテスト

2009年 1月27日 第3回インタビュー 0風景構成法
0気持ちとその対処法、診断について

2009年3月3日 第4回インタビュー 0受けていた支援(中学校)
0その支援に対する印象(中学校)

2009年3月11日 第5回インタビュー O高校生活について

O大学進学について

2009年3月17日 第6回インタビュー 0入試~入学までの体験・印象
0大学生活であると良かった支援について

2009年3月27日 第 7回インタビュー 0所属ゼミや指導教員とのコミュニケーションについて
0ゼミについての座談会

2009年 3月31日 第8回インタビュー 0インターンシップについて
0座談会

前述のとおり、インタビューは毎回、質問

項目とインタビューの流れを書いた用紙を

Aさんに渡した上で、半構造化面接法によっ

て行われた。

3.各国の結果と考察第1回:導入と生育歴の聞

き取り

初回面接は、生育歴の聞き取りを主な目的とし

たが、 AさんとAさんの保護者、インタピュアー

が、インタビューという形態に慣れること、また、

Aさん自身が過去の体験を思い出し、語るという

行為が、心理面にどのような影響を与えるかをア

セスメントすることも同時に行った。幼稚園から

現在までの生活歴は概ね以下のようにまとめられ

る。(なお、※がついている項目は、保護者の言

葉である)。

診断は 3歳3か月のとき。発語はあったが単語

を話すようになったのは 3歳6か月からだった。

母がある物を指してその名前を聞くと、応えたこ

とからAさんが話せることがわかった※。母は保

育園、小学校、中学校、高校とそれぞれの学校で

学校に対して障害について具体例を添えて伝えて

きたヘ保育園ではひとりで砂遊びをしていたり

絵本を読んでいたりすることが多かったという。

「にこにこぷん」というテレビが好きでビデオで

も見ていた。テレビに怖いものも出てくるので何

度もつけたり消したりしていた。全般的におとな

しい子だったがパニックはすごかった。歯医者で

は治療を怖がり、泣き喚いていた。大きい音が嫌

で、小さい頃はショッピングセンターにいけない時

期もあった。いまでも大きい音は苦手。幼稚園か

ら小学校の低学年では朗読(群読)を怖がって耳

をふさいで教室にいられなかった九また、顔の

アップが使われているポスターを怖がることがあっ
ふ，※
れ」。

運動は苦手で、勝ち負けにこだわり、小学校1、

2年生頃はリレーなどで追い抜かれると地面に寝

転がって暴れたりすることがあったが、そのうち

慣れていった九

小学校高学年の時に、 Aさんは自分が2つ3つ

の情報を同時には聞けず混乱するタイプであるこ

とを自覚していた。騒がしい音が嫌いで、教室の

うるさいことに耐えられず教室飛び出してしまう

ことから、小学 2~3 年は特殊学級(現特別支援

学級)に在籍した。特殊学級に在籍することになっ

た経緯は、教室の外にでることが多くなり、担任
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の先生だけでは対応が難しいということで専属の

先生についてもらう方が良いのではないかと学校

長から持ちかけられ、両親がそれに同意したとい

うかたちであった。小学校4年の時、父親の仕事

の関係で転校した。その学校に特殊学級がなく、

通常学級に在籍した※。ここの頃、それまであっ

た音に対する過敏さや教室でじっとしていられな

いなどの問題は治まった※o Aさんは当時、担任
やクラスメートは特に怖いと恩わなかった。

小学校で好きな教科は算数、その後、まんが日

本の歴史の影響で日本史が好きになった。中学か

らは理科も好きになり、高校では生物が好きだっ

た。国語については、はじめは朗読ができなかっ

たが、高校では得意教科で点数も高かった。逆に

高校以降は数学が難しくなった。成績は中学では

トップクラス。平均90点ほど取れていた。

小学4年から中学2年まで関東に転校していて、

また中学3年から富山に戻った。転校のたびに戸

惑うことはあったが一ヶ月ぐらいで馴染め、新し

い環境に少しずつ馴染めたら結構楽しんでいた。

当時、嫌なことがあった時はよく暴れていたが、

今は音楽を聴いたり、じっと耐えることで対処し

ている O 小学5年から中学3年まで(東京に転居

後)いじめを受けていた。母は、突然Aさんから

学校に行きたくないと聞いて理由がわからずびっ

くりしたが、あとでその理由をクラスメートの母

親から聞き、本当にショックだったという。 Aさ
んはなかなか母親に言えなかった※。

大学のゼミで高機能自閉症について調べたが、

その中でコミュニケーションの障害や相手の気持

ちが見えないこと、聴覚過敏や板書を頼りにする

などの視覚優位は自分に当てはまるが、こだわり

については当てはまらないと思っている。

インタピュアーの視点からの考察を以下のよう

にまとめる。今回は初回面接ということを考慮し、

全体的な発達過程を経次的に聞いた。ところどこ

ろ、母親がAさんの話を補足する形で話に入って

きた。一問一答形式ではあるが、質問に対して少

し考えてから端的に応え、楽しい話題には思い出

したかのように笑顔で語り、嫌な体験では沈んだ

表情で応えていたのが印象的だった。特に、いじ

めの話では母親が非常に辛そうで、その様子を見

て、本人が心配そうな顔をしている場面もあった。

幼少期は、言語発達の遅れもあり、聴覚過敏によ

る集団不適応もあった。また、初めての環境に対

するパニック、ルール理解の困難さなど環境に対

するさまざまな困難さを感じているが、 10歳を

境に落ち着いている。母親は、「心の理論の通過

点と一致していますね」と言っており、そのきっ

かけや理由はよく分からないというものの、それ

以降、集団からの逸脱行為はなくなっている。一

貫して語られていたのはこだわりが少ないという

ことだった。また、小学4年以降、通常学級での

教育が行われ、特別な支援は受けていないことか

ら、学校教育という環境への適応は比較的スムー

ズに行われたものと思われる。小学校から中学校

にかけて特殊学級への入級や転校も含めて、環境

が大きく変わる場面が多かったが、こだわりのな

さや保護者の学校に対する説明もあって、環境の

変化による不適応はなかったようだ。

いじめについては、嫌な体験として語られるも

のの、優しく接するクラスメートもいて、教員や

クラスメートへの恐怖心はなく、いじめられてい

るAさんを家族が守るという安心できる生活基盤

もあり、 Aさんの精神的なストレスは最小限に抑

えられたのではないかと想像できる。

一方、勉強への興味関心は強く、理系、文系に

偏ることなく良い成績を収めている。勉強するこ

とがAさんの知的欲求を満足させ、充実した学校

生活に繋がっていたように思う。

一般的に、インタビュー形式でのやり取りは緊

張感を伴うものである。しかし、今回はAさんの

最大の理解者である母親との同席インタビ、ューだっ

たせいか、日頃は見ることのできない柔らかい表

情でインタビューに応じてくれた。第2回目のイ

ンタビューで、心理的にどのような影響を与えたか

感想を聞く必要があるが、この日の最後に聞いた

感想、では、特に辛くないということだった。

第2回:自己理解・他者との関係
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l回目のインタビューの後、特に心理的な混乱は

なかったということだった。今回から、前もって

インタビューの流れをAさんに示し(付記参照)、

それをもとにインタビューが進められた。自分の

良さをすぐに言語化できるのは、日頃から家族が

Aさんに対して良い面を言語化してAさんに伝え

ていることに影響を受けていることによるもので

はなし、かとインタピュアーには感じられた。母親

はAさんの困難さに常に向き合い、解決方法をア

ドバイスしているという。外部の専門機関に通う

ことなく、家族がAさんを全面的に支える中で、

Aさんの行動に対する具体的なサポートと、特性

へのポジティブな評価が常に行われていたという。

このような環境の中で、 Aさんは自分にとって良

いイメージを持つことができ、さらに良い行動を

誘発していたと思われる。特に、 ASDの特性を

ポジティブに受けとめている点が自己肯定感を高

め、白分に自信を持つことに繋がっていると思わ

れた。

嫌いなところとして挙げられた中で、現在では

改善され、そのことがすでに過去のことになって

いるものがあった。 Aさんはこれまでの生活歴の

中で、すでに自分の嫌なところを直す努力をして

いた。心地よい対人関係の条件を、「慣れていて

安心できる人」と表現したことから、周囲にいる

人への信頼感をうかがい知ることができた。

重要な点は、いじめにより自己肯定感が低下し

ていたときに、本人自らが成績を上げることでそ

の状況に対処したことである。小学校の時のいじ

めではパニックになり、「男の子になりたし、。男

の子になったらいじめられなかったのに!Jと言っ

たことカまあるといい、そのようなアイデンティティ

の混乱の中で、「このままではいけない」と思い、

自分なりの対処法を考え出したという精神的な強

さを感じることができた。

上記についてのやり取りを逐語録から抜粋する。

A:自分に自信を持てるところが何もなくて、

うつむいたり、逆にそのせいで、それを何とか

しようと、劣等感に駆られて、それを振り払う

ように荒れていたりしましたね。かなりひどく・.

です。

1 (インタどュアー) :その当時そのように思っ

ていましたか?

A:そうです。そういう感じがした。そういう

感じを持っていることに気づいたと言うべきか、

いつのまにかそうなんだって。

1 :そういう部分はいつのまにか-少なくなって

いましたか?

A:いつの聞にか・・ですね。いや、このまま

ではいけないという感じもあったのです。

1 :このままではいけないと思ったんですか?

A:うん、感覚的なものですね。

1 :そのための墾力はしましたか?

A:自に見える結果を出した方がいいと思って、

勉強を頑張りました。

1 :なるほど、そうすると減っていったような

気がしますか?

A:たぶん、そうなんだと思います。事実、減っ

たかもしれませんね。

1 :それは自分にとって心地よいことですか?

A:はい、かなり、前よりある程度楽な気持ち

になったと思います。

「自分と他の人の違うところ」に関する質問の

回答は、まず始めに、「順序立てた考え方が難し

いと思っていましたJという，点だった。また、

「人づきあいが困ったところ。話が合わなかった。

かみ合わなかったりしていました」という一面も

語られた。しかし、「暗黙の了解がわからない」

という言葉は、母親からの示唆もあっての回答で

あるが、回想ではあるだろうが、「暗黙の了解は

本当にわかりにくかったです。気心の知れた人で

なければ、そういうのは・・」という言葉で、 A

さんなりに自分と他の人との違うところとして認

識していたと思われる。

第3回:他者理解、診断について

イライラしたり不安になったときの対処法は、
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「昔はどうしてよいかわからなくて暴れていまし

たが、今では楽しいことを考えたり、携帯電話を

触ったりしています」というように、誰から教え

られたわけでもなく、自分で工夫していったとい

う。母親は、「小さいときパニックがひどかった

ので、なるべく失敗しないように予測できること

は前もって教えることが多かった。電車やパスは

一緒に乗って、お釣りのあるときはどうするか等、

具体的に体験を通して指導しました」と説明して

くれた。予測がつく範囲のことは前もって演習し、

予測のつかないことは本人に任せるしかないとい

う柔軟性のある対応が、 Aさんの安定感に繋がっ

ているような気がした。

他者認識に関しては難しいようで、自分から知

ろうと努力をするというよりも、周辺にいてそれ

となく情報を集めている様子がうかがえる。人の

顔や名前を覚えることが苦手で、小・中学校や高

校までは、名札があったり、持ち物に名前が書い

てあったりするので、それを見て思い出すことが

あったが、大学ではそのような情報がないので、

人を認識するチャンスが少なくなったという。し

かし、大学のゼミに所属し、頻繁に会う人ができ

た時、しゃべり万や声で判断できることもあると

いうことだった。

人との会話には、内容的に興味がないとかわか

らない内容だと、ついていけなくなってしまい、

そんなときは、「聞く側に回ったり、あきらめて

話の輪の中からはずれることもある」というよう

にAさんなりの対処法をあみ出していた。また、

4名くらいのグループなら入っていることはでき

るが、大人数の場には入れないという。話の内容

は、自分が会ったこともない人の話は相手のこと

がわからないので苦手だと言い、誰かの悪口を言

うような不穏な内容は、まるで自分が悪口を言わ

れているような気がしてとても嫌だったという。

Aさんなりに周囲の人の中に入って話題を共有し

たいと努力しているが、話の内容が不穏なものだ

と心理的に不安定になるのは、かつてのいじめら

れた体験が要因の一つであると想像できる。

診断に関しては、幼少期にされたものの、本人

への告知は母親が行っている。中学校の時、人間

関係でトラブルが起き、自分が悪いのではないか

とパニックになったり、悩んだりしたときに、母

親から「あなたが悪いんじゃなし、。障害があるか

らなんだよ」と伝えた。そのときには、 I(障害

があるということが)正直、よくわからなかった。

告知の前と後では、変化もなかった」ということ

だった。しかし、自分にとって障害告知は必要だ

と思っていて、「当時(母親から障害名を告げら

れた時)は、よくわかりませんでしたが、自分の

ことに対して、訳がわからないまま、人とうまく

いかないのは辛かったです。ただ、状況を理解で

きるようになり、自分の中でおかしいと感じたの

は、高校に入ったくらいからです。人間関係トラ

ブ、ルがかなりなくなって、少しは気持ちに余裕が

出てきたためでしょう。周りが落ち着いてから、

納得できたというのでしょうか」と語っている O

保護者として、 Aさんが人間関係で苦しい思いを

しているときに、障害告知をしたものの、本人は

いじめの辛さが前面に出て障害理解する余裕がな

かった。自分の特性を客観的に理解するには、安

心できる場で、精神的にも落ち着いて来た頃によ

うやく自分の内面に関心を向けることができるの

だろう。

第4回:中学の頃の様子

中学校入学に当たっては、保護者が学校に対し

て障害説明と支援願いを提出していたものの、入

学前後の時期にAさんに対して具体的な支援が行

われることはなかった。 Aさんとして感じる小学

校と中学校の違いは、①制服がある、②授業ごと

に先生が替わる、③定期テストがある、④クラブ

活動がある、⑤英語の授業がある、⑥教室移動が

ある、⑦体育の時の着替えは更衣室で行う、とい

う点が挙げられたが、基本的にクラスがあり全員

が同じ行動をするので戸惑いは少なかったようだo

Aさん自身から語られた問題として「いじめ」が

ある。思春期になるといじめ方も陰湿で、クラス

には、 Aさんがどういう状況でパニックになるか

を知っていて、直接的な方法でなく集団でいじめ
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を誘発する生徒がいて、 Aさんは非常に苦しい思

いをしたという。このことは教師やカウンセラー

に訴えることもできなかったそうだ。以下に逐語

録の抜粋を掲げる。

1 :学校はその子に対して何かしてくれました

かマ
母:先生は言ってくださっていたと思います。

A:ゃったとは・・ちょっとはD

1 :先生が言ってもその子はやめなかった?

A:うん、しかもその子だけではありませんで

したし。

1 :集団?

A:はい。クラスの半分はいたような。

母:直接手を出さなくても、 Aが何か怒るのを

期待しているというような、パニックになった

りとか、そういう雰囲気があった。いろいろな

個性の子がいるんだから、少しぐらいAが浮い

ていても大丈夫だろうと患っていたのですが、

認識がすごく甘かったと思います。 1:その時

代、高機能自閉症ということは学校もわからな

かったのでしょうか。

母:そうですね。カウンセラーにしても・・・。

1 : Aさんは自分がいじめられたことに関して

学校では言えなかったのですか?

A:言えなかった。言おうかなとは思っていた

のですが・・いや、途中までは言おうかなって

思っていたんで、すが、そのうちに言っても同じ

だろうなって感じで、言う気もなくなっていっ

!:::。

母:それで勉強頑張ろうとか思ったんでしょ?

A:うん。

このような苦しい状況の中にあって、小学校時

代から唯一、 Aさんをかばってくれた子がいて、

その生徒がAさんをノイドミントン部に誘ってくれ、

そこに入部することによって部活が非常に楽しい

場となった。その生徒は、今でもAさんとメール

をし合う中で、現在は自閉症の研究をし、教員に

なるという目標を持っているということだった。

自分を守ってくれた生徒がいたこと、また、自分

を守ってくれようとしてくれた教師に対しては、

「友情を感じるし、信じることができる」と言っ

ている。

教科に関しては、初めて習う英語は未知の世界

で、熟語など戸惑いはあったが面白さもあり取り

組めた。また、数学では図形が苦手で証明問題が

難しかったという。歴史が好きで、全体的に苦手

な教科はあったものの、学習面でも問題はあまり

なかった。

学校行事は、前もって予告されていれば戸惑う

ことはなかったという。 Aさんはイベントが好き

で、楽しんで参加できたようだ。特別な配慮はな

かったようだが、部活の友人達が、一人になりが

ちなAさんを誘ってくれるという自然な形でのピ

ア・サポートがあり、安定した中学校生活が送れ

たという。勉強と部活の両立で忙しい毎日を送っ

ていたというが、 Aさんは、「さすがに疲れます

が、不思議と嫌な気分じゃなかったです」と語っ

た。

高校選びの基準は、家から近いところで、いじ

められないですむように(学力的に)レベルの高

い高校を目指したという。受験の際の配震はなく、

通常の受験で合格する。母親が中学校にAさんの

障害について高校に伝えであるのか確かめたとこ

ろ、申し送りはないということだったので、改め

て保護者から高校の学級担任に障害について伝え

fこという。

Aさんは、中学校時代、自分を支えてくれた人

として、先生と友達、そして家族を挙げた。中学

校での支援は特になかったものの、先生が自分を

守ってくれようとしたこと、担任が1年から 2年

と持ち上がってくれたこと、休んだときの補習を

個別にしてくれたことが良かったこととして思い

出されるという。

部活の友人やいじめを受けていた中学生時代の

話題に触れることは、本人には当時を思い出させ

ることになったようだ。「中学生だった自分に対

して何かメッセージを」と言ったときの言葉は、

当時の自分を客観的に捉え、その辛さを現在の自
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分として前向きに受け止めている大変力強いメッ

セージであった。メッセージ内容は以下のようで

あるo Iとても辛い時期に何もできなくて申し訳

ないけど、そうしてたくさんのことがあったけど、

今はこうして平穏に生きています。だから、負け

ないでくださいね・・・というのは残酷かも。決

してひとりぼっちじゃないからって。だから、く

じけないで頑張って!・・かな。あのとき、リア

ルタイムの時は、助けが役に立たないと思ってい

た。誰も役に立たないと思っていたときもあった

のです。いじめが止まらなかったという事実のせ

いですね。小学校の頃ほどじゃないにしろ、もう

嫌になると、何もかもが嫌になりそうになったこ

ともあった」

小学校から中学校への進学、中学2年生から 3

年生の時の転校という 2回の環境の変化、そして、

いじめ体験があったにもかかわらず、 Aさんを支

える家族と教師、そして友達との信頼関係の中で、

情緒的な混乱を最小限にとどめ、進学を果たした

といえよう。

第5回:高校生活と大学進学

高校進学において、 Aさんが一番願った点は、

「学習面、生、活面で、の安心感のある生活」であっ

た。進学に際してはオープン・ハイスクールで、高

校を訪問し、そのときの印象が良かったので決め

た。また、父も同じ高校で、「伝統のあるいい学

校だ」と言っていたことも後押しているようだっ

た。進学した際に、保護者から担任へ障害の説明

をし、学校長から全職員に説明があり、教員の理

解はあった。通学時間が少なかったので、疲労感

も少なく、家に近い高校を選んで良かったという

ことだっfこO

学業に関することでは、「中学までは国語、数

学、理科というようなひとくくりの授業だったの

に、高校では国語が現代国語とか古文、数学は数

量と図形というように細かくなり、全部対応でき

るか、大丈夫か、と思いました」と、授業科目名

の細分化が心配になっていたようだ。勉強はかな

り大変になったということで、予習復習のための

家庭学習の時間が大幅に増えたという。英語だけ

でも一日 3時聞かけていたが、それはどこかに焦

点を絞った勉強の仕方ができず、毎日、すべての

範囲を勉強していたので、夜中までかかっていた。

中学校の時よりも先生に質問に行くことが多く、

家庭教師をつけて計画的な学習をするようにして、

少し楽になったという。高校では、「単位」を取

らなければならず、ちゃんと取れるかどうか心配

な点でもあったようだ。勉強は大変だったけど、

自分なりもストレスコーピングもあり、週刊漫画

雑誌を読んだり、ゲームをしたりして気分転換を

図っていたということである。平日の緊張感をほ

ぐすために休日に出かけたりすることもあり、家

族の精神的な支えが大きかったと思われる。

生活面での違いは、いじめがなくなったことで

安心して教室にいられたこと、休み時間も問題な

くすごくことができたことが大きかった。文化祭

や体育祭は中学の時よりも規模が大きく、その中

で自分のできる仕事を選んで役割を果たしていた

とし寸。基本的に学校行事が好きなので、楽しみ

ながら参加していた。部活は放送部に入り、好き

な音楽をかける係をしていた。進学校なのでいじ

めをする生徒がいなくて、基本的に個人主義的な

ムードの中で、自然に一人で過ごすことができた

ということだった。クラスメートには障害につい

て伝えなかったが、それぞれの個性が尊重される

雰囲気の中で、理解してくれていたようだ。 Aさ

んの独り言に対して、隣の席の生徒がクレームを

つけたというエピソードがあったらしいが、教員

の仲介により事なきを得た。

中学校と高等学校の大きな気持ちの変化につい

ては、「気持ちの変化は、まず中学の時のように、

人にからかわれるとか、いじめられるとか、おび

えることがなくなって安心したというのがありま

す。ですが、新しい勉強が難しくなるだろうなと、

かなり大きい不安もありました。」と語っている。

県内随一の進学校への入学で、勉強面のプレッシャー

は大きかったと思われる。要領よく勉強すること

ができず、すべてを丁寧にこなしていかなければ

ならないという特性があり、そのことで勉強面の
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ストレスが大きかったようだが、 Aさんなりのス

トレスコーピングでしのいでいった。

注目すべき点は、対人関係についての語りであ

る。 Aさんの語りを紹介する。

A:中学とは違う新しい人が多かったのもあり

ましたが、人の中に入っていけないというのが、

まずいんじゃないかと思ったことがありました。

障害のことだってよくわかっていませんでした

し、私はおかしいのかなとか、迷ったこともあ

りましたρ 何か違うと、「自開症」という名称

は思い浮かばなくても、漠然と人付き合いが苦

手、なんだか他の人とは違う気がすると思って

いました。

1 :そういうふうに感じていたんですね。その

事はお母さんに話したことはありますか?

A:いえ、自分の内で感じていたこととして。

そのうちに勉強のことで、それについて考える余

裕がなくなっていましたから、余裕がなくて。

1 :人と少し違うんじゃないかという感覚は、

クラスメートのなかでですか、家族の中でもで

すか?

A:家族の聞ではそういった違和感はありませ

んでしたが、やはり学校のクラスメート達を見

て、そういう感じを抱くようになりました。

1 :漠然とですか?

A: は ~)o

1 :はっきりさせたいと思いましたか?

A:はっきりしたら楽になるかなとは患ってい

ました。もやもやがあったo

1 :中学の時に、「自閉症j というのは聞いて

いましたね。漠然とした違和感と自閉症という

のはあまり結び‘つかなかったですか?

A:合致できませんでした。今考えると、合致

していると思うのですが。

1 :つまり、自閉症という言葉だけを伝えても、

自分の中の何がそれなのかということがまだ・.. 

母:ぜんぜん納得できていない。

A:まだ、よくわからなかった。

母:障害告知した頃から、「人と違っているこ

とが郎悪いことには絶対に繋がらない」という

こと、また、「努力しでもどうしても直せない

ところもあって、それは仕方のないことだ」と

言ってきたのですが、その当時、本人はあまり

わかっていなかったようですね。でも、大きく

なって、あれはそういうことだったのかなとわ

かって〈れればいいかなというくらいの気持ち

で言い続けてきました。

本人への障害告知は、いつ頃に誰が行えばよい

かという議論は、永遠の課題として存在する。 A

さんの保護者は、 Aさんが悩んでいる時期に告知

し、 Aさんを守るために、「あなたが悪いのでは

ない」という言葉と共に障害告知を行った。実際

にはいじめで混乱にしている最中に、正しい理解

には至らなかったかもしれないが、少なくとも家

族は自分の昧方であり、擁護してくれていること

は伝わっている。本人の人としての尊厳を守るた

めに、良い関係が取れている重要な人物からの障

害告知は、アイデンティティに関わる大きなイニ

シエーションとしての意味を持っと考える。

大学進学に関しては、一人暮らしが難しかった

ので、家から通える大学を白指したということだっ

た。また、高校では文系コース、数学が苦手だっ

たこともあり、必然的に学部は絞られてきた。他

の大学は念頭になかったので、安全圏をねらうこ

とになる。オープンキャンパスで、 N学部の教授

から、 iN学部は人間の成長してし、く段階みたい

なものを学べますよ」というレクチャーを受け、

発達心理学に興味が出て、 N学部に志望を変更し

たという流れがある。 Aさんも母親も、個別に心

配事を相談し、大学で学べることの説明を受ける

ことができたら非常に安心で、きると強調していた。

オープンキャンパスは l年生の夏ころから参加す

ることができ、 2年生で参加する生徒もいたが、

Aさんは 3年生の夏休みに参加している。進学が

日の前に来てからでも遅くないし、むしろ、遠い

未来を目指して頑張るよりも、今年考える必要が

あるという現実的な時期のほうが良いのではない

かと思われる。
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高校では、大学に関するガイダンスが行われ、

大学教員が訪問して説明をしたり、大学に進学し

た先輩が体験談を語る機会があったが、 Aさんは

それを聞いて参考になったという気持ちになれな

かったようだ。たとえば、私立大学に合格した先

輩の話は、「私立には行かないから」と思ったと

し寸。家から通える国立大学は富山大学しかなかっ

たので、その中での学部の選択だけが問題となっ

fこ。

大学進学に対して意識するようになったことに

関して次のように語っている。「最初は高校卒業

してから大学には行くだろうなとちょっと意識し

ていた程度でしたが、模試でもまれているうちに、

大学進学を漠然と考えているのではなく、真剣に

考えるようになりました。」進学校であるがゆえ

に、大学進学は高校入学直後から視野に入ってお

り、その中で勉強に取り組んでいるうちに、自然

にそのような自覚が出てきたといえるだろう。

大学合格後から入学までは、母親が大学のシス

テムに関するさまざまなことがらを指導していた。

前期と後期に別れていることや、必須科目や専門

科目があること、時間割を自分で作ることなど、

Aさんにとってみればすべてが驚きだったという。

ここで母親語った不安について紹介する。

大学のシステムの関する情報は知識として与え

ておいた方が入りやすいと思いました。一緒に

教室を廻りどんな教室があるか見たいくらいで

したρ 携帯電話があったので、わからないこと

があったらすぐに連絡するように約束していま

した。単位のとり方については、これで良いの

かといつも不安でした。単位数は良くても、も

し抜けている単位があったら大変だと、一つひ

とつ心配でしたρ 障害があることを伝える窓口

が欲しかった。どこに行けばよいのかわからな

かったです。高校からも、大学でどのようにお

願いすればよいか教えてもらいませんでした。

Aさんの場合、母親が支援者となり、大学のシ

ステムについて教えていたが、このような丁寧な

サポートができる保護者は珍しく、独学で何とか

やっている学生がほとんどである。入学直後に授

業に出て来られなくなる発達障害大学生も多いこ

とから、合格直後からの支援は緊急の課題である。

また、診断のある学生の場合、高校での支援を継

続するための受け入れ窓口が必要となってくる。

保護者や本人が受け入れ窓口を探すのではなく、

保護者と本人の希望があれば、高校一大学問で連

携しあえるシステムがあると、安心して進学でき

るのではないだろうか。

第6回:入試~入学までの体験・印象、大学生活

であると良かった支援について

大学センターテストでAさんにとって一番問題

となったのは、マークシート式の試験であり、ゆっ

くり時聞をかけて考えて解答するタイプなので、

時間内に進まずE判定になることがあった。そこ

で模試を何度も受け、素早く回答する練習をした。

前期テストの小論文では苦戦し、「読書嫌いの子

どもにたくさん本を読ませるにはどうしたらよい

か」という設聞に回答することができなかった。

答えが幾通りもあるような設問に回答するのは非

常に難しかったが、センターテストの貯金で合格

できたという。

入試でAさんが危慎していたのは机で、長椅子

だと他の受験生の動きが伝わってきて気になるが、

一人ひとり別の机だったので気を取られることな

く受験できたという。

入試の配慮に関して個人的な意見を求めてみた。

「入試の配慮は、すべての学生に対してですが、

リスニングのトラフールがないようにして欲しい。

別室受験は他に人がいないとかえって落ち着かな

いし、みんなと一緒に受けたほうが試験という感

じも味わえますし。ライバル達がいないと。時間

の延長もけっこうです。やはり同じ条件で受ける

のが一番自分のためにあると思います。」という

答えだった。 Aさんは人との距離や音への過敏性

はなく、学習上の問題がないことから、受験に当

たっての特別な配慮は必要としていない。つまり、

入試の配慮は非常に個別的で、高機能自閉症とい
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う診断名だけでは、必要な配慮が特定されるもの

ではないということであろう。

大学合格後の情報は、高校3年生の時にガイダ

ンスがあり、見通しを持つことができたという。

これは進学校の利点といえる。

大学生活がスタートして困ったこととして、

「教室が授業ごとに違うので、一日の中で移動す

ることが多くて、迷ったりもしました。新学期が

始まる前に、校内の地図を見て、何度も行って覚

えました。時間割を見て、実際に教室間を移動す

る練習をしました。」と語っている。多くの自閉

症スペクトラム障害の学生が、教室移動で苦労し

ている現状もあり、 Aさんの苦労はAさんだけの

ものではないといえる。 Aさんはその都度、母親
に電話をして凌いでいたというが、大学環境の整

備として取り組まなければいけない事案でもある

といえる。

履修に関することでは、必修科目がすでに組み

込まれていたので、後は教養教育の中で自分の好

きな科目、具体的には生物や日本史を取ったとい

う。シラパスを参考にしながら、なるべくたくさ

ん取るように母親も助言していたようだ。一日に

5コマ取るとかなり疲れると思われるが、疲れた

様子の時は、母がそれを察して、カラオケなどで

発散するようにしていたという。因ったときに S

osが出せず、 Aさんは、「どうしても駄目だと
思わない限りは、弱音をなかなか吐く気になれな

く、弱気になっていられないと思う」と回顧して

いる。

必修科目のグループワークに関しては、次のよ

うな2吾りがあった。

1 :グループワークで心がけたことは?

A:自分で意見が出せるところは、思うことは

出すように頑張りました。可能な限り出すよう

母:周りの人る配膚してくだ主ったのでLょう

か。

A:うん、おそらく。周りにかなり助けて頂い

た。

母:専門の知識がなくても(周りの人は)察す

ることはできますかね。

1 :一生懸命な感じが伝わるのだと思います。

A:そうだ、もう一つO あまり出しゃばりすぎ

ないようにしていました。

1 :出しゃばりすぎないようにね。それはすご

いこと。

A:前に出すぎると、逆に空回りしかねないで

すし。

母:そういうこと自分で考えて気をつけたの?

A:うん。そういうことはセーブした。

Aさんは自分なりにグループワークでは他者へ

の配慮をし、その中で傷つくこともなく参加する

ことができ、また、グループワークの中で大きな

学びがあったという。

A r驚かされたことやはっとさせられたことが
ありましたρ たとえば、自分の視点で、まず自

分の考えを紙にまとめ、その後、グループワー

クで他の人の意見を聴いて、なるほどそういう

考え方があるんだとか3 それは思いつかなかっ

たとか、ちょっとは考えたけど、確信できなかっ

たから外していたということもありました」

このように、夕、、ループワークで自分の考えをま

とめ、他の人の考えを聴く体験をしたことが、他

者の視点lこ気づく良い機会になったという。

大学内での過ごし方として、長い空き時間は空

いている教室や図書館で勉強したり、構内を散歩

して気分転換をするなど、なるべく静かな場所に

いることが多かったようだ。その他、アルバイト

やサークルは勉強が大変になるかもしれないとい

う理由でしなかったが、休日はカラオケや本屋、

CDショップに行ってストレス解消し、コースの

仲間で飲み会をしたり、話す機会があったことも

とても楽しめたようで、気心の知れた親しい仲間、

しかも、 Aさんの特性を理解してくれるピア・サ

ボーター的な存在が必要だと思われる。

通常の大学生活だけでも疲労することが多いと
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いわれているが、 Aさんのように自主的に気分転

換する対処法が身に付いていると、大きな不安定

さが回避できるのではないだろうか。

第7回:所属ゼミや指導教員とのコミュニケーショ

ン

研究室配属に関して、以下のような語りがあっ

た。

A: r無意識Jや「高機能自閉症!などいくつ
かのテーマを持って教育心理学の先生方に伝え、

その中で小JI f先生が候補に挙がりました。 0先

生と話し合ううちに冶高機能自閉症の理解・啓

発に関するウェブ教材を作成することになって、

中学生以上の年齢層の方にもわかりやすいよう

な教材をつくるのですが、高機能自閉症という

いろいろな特性のあるやっかいな障害について

どういう視点で見るか3 アプローチの仕五がい

ろいろあることがわかりました。ネット教材は、

ゼミの先輩がネット教材の開発をしていて、そ

れを見てなるほどと思ったのがョ取り組むきっ

かけでした斗

ゼミの所属は、決まり方が暖昧な部分もあり、

発達障害のある大学生は混乱することが多い。①

何に取り組みたいかを決め、②指導教員の専門を

知り、③配属希望を出すわけだが、学部や学科、

コースによって方法は異なり、先輩や同級生から

の情報が少ないと、選択に苦労することは目に見

えている。なかなか意志決定できない特性がある

高機能自閉症の学生への所属までの道のりを寄り

添う支援者が必要ではないだろうか。

第8回:座談会

最終回である第8回は、これまでの7回のインタ

ビューを振り返って、座談会形式でインタビュー

が行われた。以下に抜粋を示す。

I :これまでのインタビューを振り返ると、お

母さんの支えがとても大きいように思えます。

お母さんに助けられたことはなんでしょう。

A:日常生活でわからないことがあると教えて

くれたことです。たとえば、皿洗いとか洗濯と

か、最初は何もわからなかったのですが、教え

てもらってできるようになりましたρ

I :日常的に見て覚えるというよりは3 ちゃん

と教えてもらって覚えていったのですか?

A:両方です。実際にやっているのを見るのも、

口で教えてもらうのも、どちらかだけよりも、

両方の方がわかりやすいと思います。

I :お母さんは指導する上で、どういう点を工

夫されましたか?

母:集中できる環境、たとえば、テレビが付い

ていない状態でするとか、雑然とした状況に置

かないようにするとか。後は、一度にたくさん

のことを言わないように気をつけていますρ

I :大学生活の感想をお聞かせください。一番

覚えていることは何ですか?

A:大学生活で、あず、先輩とか、後輩とか、
一目見てもわからなくて驚きましたρ 学年の敷

居が高校と違ってないに等しいと思いましたρ

I :大学生活で楽しかった思い出はありますか?

A:大学祭です。屋台でいろいろなものを食べ

たり、軽音楽部のライブを見たりしました。

I :大学生活を色でたとえるとしたら、何色だ

と思いますか?

A:大学生活は初めは新しいものが多くて、域

にたくさんの色の点々がついていくという感じ

でした。キャンパスは開放的で黄色ですが、授

業中は熱心で赤です。

I :家は何色でしょう。

A:家は基本的に寛ぐ場所だからちょっと薄い

緑という感じでしょうか。

母:よかった、黒じゃなくて。

I :素敵ですね、お母さんを色にたとえると一

つの色に決まりますか?

A:それはちょっと・.. 

I :いろんな色がまざってそうですか?
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A:はい。普段は柔らかいベージュあたりかな。

怒-3と赤。

母:厳しい(笑)

4.総合考察

Aさんのインタビューから得られた生活歴を術

轍し、その中で本人がどのような主観的体験を持

ちながら新しい環境へ適応していったかを項目ご

とにエピソードを交えながら記述していった。自

明のことではあるが、私たちは単に高校から大学

の移行期だけを取り扱うのではない。日の前にい

る学生の人生を真撃に受けとめる中で、私たちの

専門性を通して彼らの未来にどのように関わって

いくことができるだろうかということを深く考え

ていく必要がある。 Aさんは淡々とした語り口で

はあるが丁寧に言葉を選び、インタピュアーの問

いかけに一生懸命応えてくれた。逐語録を目で追

いながら、 Aさんの表情や語りを鮮明に思い出す

と同時に、 Aさんが私たちに残してくれた貴重な

記録を、後に続く高機能自閉症等、発達障害大学

生の支援に活かしていきたいと強く思う。

以下に、高等学校から大学への移行にあたって

必要な情報と支援について、 Aさんへの調査から

得られた内容を、他の発達障害学生への支援にも

転用可能なように少し一般化した形でまとめてみ

fこし、。

(1)安心できる環境の必要性

AさんとAさんの母親へのインタビューを通し

て、高機能自閉症の研究や支援に対する理解が充

実していない時代の小・中学校生活は、本人にとっ

て危険に満ちあふれ、非常に過ごしにくいもので

あったことが見て取れる。幼少期に診断を受けた

Aさんは、家族の理解と愛情、母親の細やかなサ

ポートを支えに辛い学童期を乗り切った。発達障

害のある児童生徒がいじめに遭うと、一生涯のト

ラウマになり、社会への不信感となる可能性があ

るといわれている。インタビューの最終日に母親

が、「ここで話したことの何十倍もひどい日に遭

いました。それが今こんなふうになってくれて、

前に先生が質問してくださった、当時の自分にな

んて言ってあげたいですかということでも、ちゃ

んと『今は穏やかに暮らしているから負けないでっ

て』ちゃんと言えたので、そのことを確認できて

良かったです。あのことがずっと心に残っている

んじゃないかと思って、ずっと心配していました

から。Jと回想された言葉が深く心に残っている。

Aさんの記憶にはいじめられた嫌な体験もあるが、

そのような状況の中で自分をかばってくれた友達

の存在も大きい。今でも連絡を取り合っていると

いう友達との交流は、 Aさんに人を信頼するとい

うことを教えてくれたと思われる。安心できる家

庭があること、必ず守ってくれる家族がいること、

そして環境が変わってもつながり続けてくれる友

人がいることが、新しい環境の中でも自分なりに

よいコミュニケーションを取ろうと努力する原動

力になっていると思われる。彼らにとっての新し

い環境への不安は、私達の想像を超えるものであ

る。このような基本的な安心!惑を与えてくれる人々

の支えが、大学という未知の環境への適応には重

要なポイントである。

( 2 )学業への強い関心を満たす

Aさんにとって学業は知的好奇心を満たす重要

な分野であり、社会的人間関係の中で自己肯定感

が低下したときも、自分の尊厳を取り戻すための

大きなエネルギーとなった。生物や日本史が好き

だというAさんの得意な分野を伸ばす環境を作り、

自分の知的好奇心を満たす場を提供することは、

彼らの強みを活かすことにつながるものであり、

そのような環境を提供することが大学としての役

割であるといえるだろう。社会的コミュニケーショ

ンが苦手である高機能自閉症者が高等教育機関に

進学することに否定的な見解を呈する研究者もい

る。高学歴だと就職口がないから、高卒で福祉就

労する方がよいという考えである。しかしそのよ

うな支援方針は、彼らが自然に持っている知的好

奇心や深い探究能力が発揮される道を閉ざしてし

まうことになりかねない。我々は、高機能自閉症

者がその能力を活かす社会を作っていくという方
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向性を主張していきたい。

( 3 )障害告知

Aさんは幼少期に診断を受けたが、本人告知は

中学校の頃だった。いじめがひどく、自罰的な考

えで苦しんでいるAさんを守るために、母親から

障害名を告げられた。 Aさんは自分の障害名を聞

いても、それを理解するだけの精神的な余裕がな

くあまり影響はなかったというが、 Aさん自身は、

「障害告知はあった方がよい」と思っている。富

山大学での我々の経験では、大学入学前に診断が

ある学生でも、自分の困難さと障害名が結び、つい

ていないケースがほとんどである。 Aさんの言う

ように、安心できる環境で自分の傾向を理解する

ための一つの方法として、障害告知があってもよ

いのかと思う。できれば、その告知は、特性への

対処法を学ぶことと並行して行われるべきである O

障害告知によって、本人がより良く生きるための

方法を知ることが重要であり、大学は日己理解を

促進するための場として機能する。つまり、大学

教育は自己選択、自己決定の場が多く、自分の深

くて狭い学問的興味を満足させるための豊富な知

識財産が整っている。 Aさんに代表されるように、

発達障害のある人々は、情緒的発達が実年齢より

も少し遅れて発達すると言われているが、ちょう

ど18~22歳の青年期が自分自身を客観的に見つめ

るために適した年齢ではないだろうか。

診断の有無や本人への障害告知は、大学入学に

際して必要条件であるとは考えられないが、大学

生活を通して自己理解が促進されるようサポート

していく必要がある。

(4)大学入学前のサポート

進路に関しては、高校の時にガイダンスやオー

プンキャンパスがあり、大学の様子を知るために

役に立ったという。しかし、将来への漠然とした

認識しかない中で聞いても本人にとっての意味は

なく、かなり将来像が絞られた段階で情報に触れ

ることにより、自分のこととして聞くことができ

たようだ。入試対策として重要なことは、大学セ

ンターテストのシステムになれることだった。 A
さんはセンターテストのために模試を数多く受け

たり、マークシート形式に慣れる練習、苦手な教

科の個別指導を受けたりするなど、早めに対応し

ていった。 Aさんの場合、母親の意識が高く、こ

れまでの経験もあって、早めの対策を行うことが

できたが、一般的にもこのような受験対策には、

他の受験生よりも早めに取り組む必要があると思

われる。今回はAさんの事例を通してわかったこ

とだが、すべての受験生が同じ対策でよいわけで

はなく、個々の事情や能力に応じて個別的に行う

必要があるようだ。

オープンキャンパスでは、 Aさんはある学部の

教員に母親が個人的に相談し、学部の説明をして

もらったという。障害があることに関してどのよ

うな対応をしてもらえるか尋ねたり、興味や得意

分野を活かせる学部がないか相談できるコーナー

が必要であろう。 Aさんの場合、家から通える大

学を選ぶことが最優先事項だったが、他県の受験

生の場合、一人暮らしのサポートも必要である O

学業と一人暮らしを両立させる必要がある点につ

いても、オープンキャンパスで説明できると良い

のではないだろうか。

高機能自閉症やアスペルガー障害、 ADHDな
ど、障害名は同じでも、人それぞれにまったく違っ

た人間像がある。個別的な相談が可能な体制が必

要である。

( 5 )入試に関する配慮

Aさんは感覚過敏が少なく、他の受験生と変わ

らない条件で受験することが可能なひとだったの

で、特に配慮を必要としなかった。しかし、長机

ではなく一人ひとり独立した机でよかったと言っ

ているところから、このような物理的環境が気に

なる受験生もいることを想定しておく必要がある。

入学試験の際の個別的なニーズに応じた配慮がで

きるよう、本人及び家族、あるいは高等学校から

事前に要望を提出できるシステムにしておくとよ

い。また、大学では入試グループと支援室が一緒

に入試前後の対策を検討しておく必要がある O
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( 6 )大学入学直後から授業開始時期

まず高校と大学との連携窓口が必要である。高

校での支援が継続して行われるように、支援を引

き継ぐ大学での窓口が必要である。本人と家族が

配慮願いをするだけでなく、高校と大学の連携が

あればスムーズな移行支援ができる O 本人の特性

に応じた進路指導の在り方、高校での支援を引き

継ぐための情報交換、大学進学を目指した移行準

備等、互いに乗り入れながら移行期を支える支援

システムの構築が求められている。

次に履修についてであるが、 Aさんは履修登録

や時間割を作ることに非常に苦労したという。シ

ラパスを見ながら母親と一緒に決めていったとい

うが、母親もこれで良いのか、足りなくなるので

はないか、必修単位は満たされているか等、非常

に不安だったという。特に1年生の前期は履修の

科目や科目数の調整などが必要な学生もいるので、

丁寧なサポートが求められる。また、履修登録し

た後も、実際に授業を受けた印象や授業内容、体

調などを振り返り、無理な履修にならないよう再

調整していく必要がある。

次に教室移動や掲示板についての困難がある。

教養教育棟で行われる授業とN学部で行われる授

業、体育館の授業など、教室移動が多く、また、

休講や教室変更などの急な予定の変更に慌てるこ

とがあったという。 Aさんは登校時と帰りに必ず

掲示板を見るようにしていたというが、掲示板が

非常に見にくく、苦労したようだ。構内の配置図、

休講や教室変更などの案内が本人に伝わりやすい

環境を大学として考えていかなければならない。

さらに休息の場の確保が重要である。空き時間

に空き教室や図書館等、静かな場所を求めて休息

していたという。気軽に立ち寄ることができる、

ちょっとした居場所を提供する必要がある。また、

ストレスを和らげるアイディアを提供することも

重要な支援の一つである。

(7)授業保障

ある実習を伴う授業(船上体験、心理学実習)

で、本人に対する説明が不十分なままその授業か

ら外されたことがあった。単位は出たのだが参加

が前提の配慮ではなく、参加できない状況を作っ

てしまうことは非常に問題である。このような学

生の学ぶ権利を侵害することのないよう、気軽に

相談する窓口が必要である。

( 8 )ゼミの配属

ゼミの配属は、 Aさんがよくわからないうちに

決まっていったようだ。本人の希望を聞き取り、

教員の専門性と受け入れる意志を確認する等の双

方に対するコミュニケーションサポートが必要で

ある。ゼミにはAさんを気にかけてくれる先輩が

いて、ピア・サポーターとしての役割を果たして

くれたようだ。自然発生的に生まれた関係性では

あるが、 Aさんにとってゼミが居場所になるため

の重要な人であったと思われる。

ゼミの配属、ゼミにおける仲間作り、卒論指導

等、指導教員の果たす役割は非常に大きく、学生

の身近にいる教員や学部職員は彼らの大学生活を

支える重要なキーパーソンである。学生を支援す

る関係者をメタサポートする支援者の存在は重要

なのではないだろうか。

また、最近ではl年生前期に、すべての学生が

「入門ゼミ」を受ける必要がある。少人数のグルー

プで構成されているが、所属に関しては学生の意

向を聞くことはなく、機械的に振り分けられてい

るという。 A さんのように 3~4 人以上のグルー

プでは話に入っていくことができないと感じる学

生もいて、そこでつまずくと他の授業にも出られ

なくなる可能性がある。入学時期の支援で、学部

教職員や本人をつなぐ役割を担うことができたら、

混乱は最小限にできると思われる。

※資料

2 ~7回目のインタビューで使用した質問用紙

を資料として添付する。

質問項目はAさんがインタビューの流れについ

て見通しを持ちやすいように作成したものであり、

必ずしもすべてに回答してもらうという意図があ
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るわけではない。

<第2回質問項目>

1.自分の好きなところはどこですか?

①学習 ②趣味 ③性格 ④得意なこと ⑤生

活の中で

2.自分の少し嫌いなところ(直したいなあと思

うところ)はありますか?

①学習 ②趣味 ③性格 ④不得意なこと ⑤ 

生活の中で

3.一緒にいて心地良い人はどんな人ですか?

①誰ですか?②どんなタイプの人ですか? ③ 

なぜ、一緒にいて心地良いのでしょう?

4.一緒にいて心地悪い人はいますか?

①誰ですか? ②どんな人ですか? ③なぜ、

一緒にいると心地良くないのでしょう?

5.自分と他の人と違うところはどんなところだ

と思いますか?

①学習 ②趣味 ③行動 ④考え方

6.自分と他の人と同じところはどんなところだ

と思いますか?

<第3回質問項目>

1.イライラしたり、不安になったときの対処法

はありますか?

2.自分が困った状況になったり、苦しくなった

ときの対処法はありますか?

3.今まで、他の人を理解するときに、どんな方

法で理解してきましたか?

理解するのに、助けになったモデルはありま

すか?

4.これまで、社会の仕組みゃルールをどのよう

に理解してきましたか?

5.自分にとって良い指導者、支援者はどんな人

ですか?

6.人との会話で困ること、理解できないと思う

ことはありますか?

具体的にどのような事がありましたか?

7. i診断」についてお聞きします。

①いつ診断を受けましたか?

⑧誰から、診断名を知らされましたか?

③どんな場面で、どのように伝えられましたか?

④診断名を言われたときに、どう思いましたか?

⑤告知の前と後では、気持ちの変化はありまし

たか?

⑥診断や告知は、自分にとって必要だと思いま

すか?

⑦診断された時期は良かったと思いますか?ど

の時期がいいと思いますか?

⑧診断や告知のあとで、周囲の人の変化はあり

ましたか?

<第4回質問項目>

「中学時代に受けていた支援」

※それぞれの質問について、次のことを教えてく

ださい。

(支援があった場合) それはどのようなもので、

また適切でしたか?

(支援がなかった場合)蔵さんが望む支援はどの

ようなものでしたか?

1.中学入学の際に、何らかの支援を受けました

か?

2.学習面での支援はありましたか?

3.運動会などの行事に対して何らかの支援はあ

りましたか?

4.校内での対人関係に対して何らかの支援はあ

りましたか?

5.部活動での支援はありましたか?

6.高校進学に対して何らかの支援はありました

か?

①高校選ぴに対しての支援

②入学試験に対しての支援

③合格決定後の支援

「支援に対する印象」

7.中学時代、自分を支えてくれた人がいたら教

えてください。

8. Aさんにとって中学校で一番役に立った支援

は何ですか?

9.支援を受けていても、解決していかない困り
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ごとはありましたか?

最後に・.. 

10.いま、中学生の自分にメッセージを送れると

したら、なんと書いますか?

<第5回質問項目>

• r高校生活について」
1 .高校進学に対してAさんが期待することはあ

りましたか?

2.高校に進学して中学との違いは感じましたか?

①学習について

②その他の生活上の変化について(休み時間、

行事、家庭での生活)

③対人関係について(他生徒との関係、先生方

との関係)

④自分自身の気持ちの変化について(例 穏や

かになった、落ち込みゃすくなった等)

3.高校生の聞に何か悩んだことはありましたか?

①学習について

②学校生活について

③対人関係について

④周囲の向性・異性の変化について

⑤言い表せない悩みについて

4.高校生の聞にAさんが学んだことはどんなこ
とですか?

①学習の仕方について

②その他の学校生活について(休み時間、行事)

③対人関係について(他生徒との関係、先生方

との関係など)

④自分について気付いたこと(例私って~だ

なあ、自分のしたいことなど)

5.中学生活と高校生活に点数を付けるとすると

それぞれ何点ですか?

・次に「大学進学について」お聞きします。 ※ 

Aさんとお母様、お二人にお聞きします。

1.どのように進学先を決めましたか?

2.進学の際に高校から支援(アドパイスも含め)

はありましたか?

3.進学に対してど'のような不安がありましたか?

4.大学進学の際にあれば良かったf情報や支援は

どんなことですか?

<第6回質問項目>

• r大学入試~入学までついて」
1 .入試で印象に残っていることは何ですか?

2.入試本番で何らかの困難さを感じましたか?

3.大学入試での配慮・支援についてお聞きしま

す。

①入試での配慮があるとしたら受けたいと思い

ますか?

②別室受験は出来ると助かりますか?

③時間の延長などの配慮はあると助かりますか?

④他に自分にとって必要な配慮はありますか?

4.合格後にあると良かった思う』情報はなんです

か?

。「大学生活のスター卜について」

1 .大学生活がスタートして何か困ったことはあ

りましたか?

2.以下の事項について、どのような支援・配慮

があると良かったですか?

①雇修について

②教室移動について

③学内での過ごし方について(講義の空き時間

など)

④学外での過ごし方について(アルバイト、サー

クルなど)

⑤その他

3.もしこれから一人暮らしを始めるとすると、

どのような準備が必要だと思いますか?

<第7回質問項目>

1 .まず簡単に所属するゼミについてお聞きしま

す。

①所属するゼミ名

②ゼミ生の人数

③卒論のテーマ


